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室報第50号の発行に際して
専修大学長　日髙 義博
　今村法律研究室の室報が今回で第50号に達しました。今村法律研究室は，昭和24
年に設置されましたが，同研究室の創立25年を機に室報の発行が計画され，昭和50
年（1975年）１月に創刊号が発行されました。創刊号には，相馬勝夫先生（学長），
砂田卓士先生（室長），上代琢禅先生（評議員）の三先生が寄稿されています。私が
今村法律研究室の室員になったのは，昭和50年４月であり，創刊号が発行された時
は，まだ大学院生でありました。室報が第50号を数えるに至り，時の流れの早さを
感じます。今村法律研究室の設置は，法曹教育において理論と実務の融合が求めら
れている今日の状況を先取りしたものであったと，感じ入っています。
　室報の創刊号から第50号に至る間，今村法律研究室の活動は，年々盛んになり，
今村力三郎訴訟記録の刊行，研究会，法律相談会など着実な成果を挙げてきました。
室報には，随想，論文，資料紹介など多様なものが掲載されており，かつ広く室員
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から論稿が寄せられています。今後も，室報に今村法律研究室の幅広い活動状況を
伝える論稿が寄せられ，研究と実務の架け橋を目指す機関誌として，法曹界にイン
パクトを有するものに発展することを強く期待しております。
　法科大学院の設置にともない，従来の法曹教育のシステムが様変わりしつつあり
ます。この状況下において，今村法律研究室の果たすべき役割は，ますます重要に
なってきています。今後は，今村法律研究室の新会員の大部分は，法科大学院の修
了生ということになるでしょうが，研究と実務の架け橋としての役割を担っている
今村研究室の機動力は，一層高まっていくことと思います。室報第50号を節目とし
て，特色ある今村法律研究室がますますの発展を遂げますことを，祈念してやみま
せん。
晩年（1944 年）の今村力三郎（専修大学総長）
